
 

 

令和５年度当初予算編成方針について 

 

本市の令和５年度予算については、歳入面では地方財政収支の仮試算において、地

方税や地方譲与税は増加と見込まれているものの、本市における市税の増加は期待で

きない状況にある。また、歳出面でも、少子高齢化の進行などに伴う扶助費を中心と

した義務的経費の増加が確実に見込まれ、持続可能な財政基盤を確立していくことが

重要である。 

このため、社会情勢、市民ニーズを踏まえた事業の抜本的な見直しを行い、限られ

た財源の重点的・効率的な配分に努めるとともに、本市を次世代へ継承していくため、

市民本位の視点で「強く 優しく 輝く滑川」の実現に向けた施策を進めていく。 

 

１ 市民生活を守るための対応 

 ・新型コロナウイルス感染症や物価高騰対策等への対応経費は、市民生活と地域経

済活動を支えるため、国県等の財政支援措置を見ながら、各事業内容をよく精査

した上で実施 

 

２ 事業の抜本的見直し 

 ・社会情勢の変化を踏まえ、真に市民ニーズに沿うものかゼロベースで検討 

・行政評価の結果に加え、その他の事業についてもスクラップ・アンド・ビルドの原

則に立ち抜本的な見直し（廃止・大幅縮減・再構築）を検討 

・基本的に行政直営方式を見直し民間委託を検討 

・公共施設の見直しにあたっては、基本的にＰＰＰ/ＰＦＩを検討 

 

３ 新規重点枠【※要求上限なし】 

 (１)未来への投資枠 

 ・市長が公約として掲げた「30の政策と102の施策」の実現に取り組む 

  （ＳＤＧｓ未来都市、カーボンニュートラル等） 

・施策の推進にあたっては、ＰＰＰ/ＰＦＩなど公民連携に積極的に取り組む 

 

(２)ＤＸ活用枠 

 ・デジタル技術やＡＩ等の活用により住民サービスの向上を目指し、行政サービス

の更なる業務効率化、新たな価値の創出に取り組む 

 

(３)市制70周年枠 

 ・令和５年度に市制施行70周年を迎えることから、市民の皆様と記念すべき節目の

年を祝うとともに、各種事業の実施により、本市の更なる飛躍の機会とし、魅力

向上に取り組む 
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空き家の利活用に係るユーチューバーとの 
タイアップ動画の制作・公開について 

 

本市では、空き家の利活用促進のため、空き家バンクの認知度向上、利活用の事例
紹介、移住・定住を考えている方への市のＰＲ等を目的とする３種類の動画の制作に
取り組んでいます。 
このたび、県内を活動拠点とするユーチューバー とやまる子さんとタイアップし、

空き家を利活用した複数の飲食店を市職員と巡る内容の動画を制作しました。 
以下のとおり、報道の皆様に事前に公開するとともに、とやまる子さんに、空き家

の魅力や動画を解説いただく予定ですので、お知らせします。 

１ 動画の内容 
とやまる子さんが瀬羽町を中心とする空き家を活用した飲食店 12店舗を市職員の

案内で巡るもの（約 10分） 
※ テロップで市の「市街地空き地空き家活用支援事業」を紹介 

 
２ 動画の事前公開 

日時 11月 22日（火）11時   
場所 滑川市役所本館２階 特別室  ※とやまる子さん同席 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他の動画制作・公開 

  第１弾 空き家めぐり・空き家バンク紹介 

      （10月 22日に「とやまる子チャンネル」で公開済） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （第２弾 空き家を利活用した飲食店舗巡り（今回公開）） 

  第３弾 アニメーションで移住・定住を考えている方向けに市をＰＲ 

        （12月末頃公開予定） 

  

第１弾・

第２弾が

とやまる

子さんと

のタイア

ップ動画 

※ 以下の媒体での本公開は 11月 24日（木）を予定 
「滑川市空き家・空き地情報バンク」 
https://namerikawa-akiya.com   
                及び 
「とやまる子チャンネル」 
https://www.youtube.com/channel/UC48qIFab0Fuh75htOp8OJyg で公開 
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滑川市内観光応援事業について 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により収益が減少した滑川市内にある宿泊施設や

観光施設等の収益向上に繋げるため、また市内に観光客を呼び込み活気を取り戻すた

め、市内宿泊施設に宿泊した者に対し、宿泊施設、市内観光施設・飲食店、タクシー等

で利用できるクーポン券を配布するものです。 

本年６月から同様の事業を実施しており、２回目の実施となります。 

（１回目は3,000円分を3,000人に配布） 

 

１ クーポン券の有効期間  

令和４年 12月１日（木）～令和５年２月 28日（火） 

 

２ クーポン券の内容 

市内対象宿泊施設（スカイホテル滑川、海老源、海老よし、グランピング施設（予

定））に宿泊した者 １人あたり 4,000円分（宿泊日数にかかわらず同額） 

※内訳 宿泊割引クーポン 1,000円、登録店で利用可能なクーポン 3,000円 

（500円×６枚） 宿泊割引クーポンは宿泊当日も利用可能 

配布予定部数 2,000人分 

 

３ その他 

  使用可能店舗は前回（37店舗）より拡大したい。 
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 滑川市内観光応援事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 対象宿泊施設 

 旅館業法（昭和 23 年法律第 138 号）第３条１項に規定する許可を受けた宿泊事

業者（ただし、風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律（昭和 23年法律第

122号）第２条６項に規定する店舗型性風俗特殊営業を行う宿泊事業者を除く。） 

 

２ クーポン券の配布対象者 

市内対象宿泊施設（スカイホテル滑川、海老源、海老よし、グランピング施設

（予定））に宿泊した者 

 

３ クーポン券について 

１人あたり 4,000円分（宿泊日数にかかわらず同額） 

※内訳 宿泊割引クーポン 1,000円、登録店で利用可能なクーポン 3,000円 

配布部数 2,000人分 

有効期限：令和４年 12月１日～令和５年２月 28日 

 

４ 事業費について 

クーポン発行・交換     4,000円×2,000人分＝8,000,000円 

事務費・広告費等                 3,000,000円 

合計 11,000,000円 

※事業実施主体 滑川市観光協会（協会への補助） 

  

 この事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により収益が減少した滑川市内

にある宿泊施設や観光施設等の収益向上に繋げるため、また市内に観光客を呼び

込み活気を取り戻すため、市内宿泊施設に宿泊した者に対し、宿泊施設、市内観光

施設・飲食店、タクシー等で利用できるクーポン券（１人あたり 4,000円分）を配

布するものです。 



 

 

滑川そばまつりの開催について 

 

現在収穫の最盛期を迎えている滑川産の『新そば』を使用した、かけそばの販売な

ど、滑川産のそばの認知度向上、消費拡大及び地域活性を目的として開催されるもの

で、３年(度)ぶり６回目の開催となります。 

（前回：令和２年２月23日開催） 

 

当日は、かけそばの他、そば饅頭、そば粉入りベビーカステラなどのそばグルメの

ほか、どんどん焼きや急速冷凍ホタルイカの天ぷら、カニ汁など滑川グルメも味わう

ことができます。 

 

１ 開催日 令和４年11月27日（日）10:00～14:00 

 

２ 場 所 ほたるいかミュージアム前特設会場 

 

３ 主 催 滑川そばまつり実行委員会 

      実行委員会構成：つるぎそば生産組合、上市そば道場、 

やつおそば大 楽
だいがく

、㈲とやまふるさとセンター、㈱WAVE滑

川、滑川市観光協会、滑川市 

 

４ その他 道の駅ウェーブパークフェスタ（主催：WAVE滑川）も同時開催され、深

層水グルメやベニズワイガニの販売も行われます。 

  

資料３ 

資料４ 



 

 

「在宅医療フォーラム」「暮らしの保健室」について 

 

昨年まで別に開催していました、健康寿命の延伸を目標とした「健康フォーラム」

と病気や介護状態になっても住み慣れた地域で暮らすことを目標とした「在宅医療講

演会」を今年度から合同で開催いたします。より実り豊かな人生を考える機会を提供

できればと考えます。 

今回は数年前から厚生労働省が推進している「人生会議」をテーマに富山大学附属

病院 上市・地域医療支援学講座の客員教授で、かみいち総合病院の内科に勤務して

おられます河合皓太（かわい こうた）氏が講演されます。 

また、地域にお住まいの方々が気軽に相談することが出来る「暮らしの保健室」の

出張版を講演前と後に開催いたします。予約制としており、講演のテーマに沿って健

康、医療、介護について個別に相談することができますので、皆様の日頃の悩みにつ

いて、ご相談をお待ちしております。 

 

 

１ 実施日  令和４年 11月 26日（土） 

 

２ 会 場  西地区コミュニティホール 

 

３ 内 容  ・講師を招き講演会を開催 

       〈題目〉 

人生会議を知ろう  

～自分の最期の生き方を考えてみませんか～ 

      〈講師〉 

       河合 皓太（かわい こうた） 

2012年自治医科大学卒業 

内科、救急、診療所など多様なフィールドで働きながら、2019年に 

家庭医療専門医、プライマリケア認定医/指導医を取得。2021年から

は富山大学附属病院 上市・地域医療支援学講座 客員准教授としてか

みいち総合病院で勤務 

 

・講演前と後に健康、医療、介護の個別相談 

 

４ 日 程  13:00～14:20  暮らしの保健室（講演前） 

      14:30～16:00  講演会（講師 河合皓太氏） 

      16:00～16:40  暮らしの保健室（講演後） 
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北國街道をゆく ～絵図に見る江戸時代の新川の町・村の姿～ について 

 

１ 内 容 

北国街道（北陸道）の宿場町として栄えた滑川町、街道沿いの立地のため町場化し

た高月村など、現在の滑川市域の町村とともに、東岩瀬（現富山市）から境関所（現

朝日町）までの加賀藩領新川地域の宿場町や在郷町など 14町村の様子を、絵図を通

じてご紹介します。 

新川地域の町や村の絵図が一堂に会する初めての機会になります。 

※チラシには「15町村」とありますが、事情により「14町村」となりました。 

 

２ 会 期  令和４年 11月 12日（土）～12月 25日（日） 

       午前 10時～午後６時 

       休館：毎週月曜日、11月 24日（木） 

 

３ 会 場  滑川市立博物館 ３階 

 

４ 入館料  無料 

 

５ 関連イベント（事前申込者優先／先着順／参加無料） 

①記念講演会（定員 30名） 

 「道中記に見る北国街道の旅」 

 講師：鈴木景二さん（富山大学人文学部教授） 

 日時：11月 20日(日)14時～ 

 

②担当学芸員による展示解説会（定員 15名） 

11月 13日(日)、26日(土)、12月 3日(土)、25日(日) 

※各日とも 11時～、14時～（30分程度） 

 

６ その他 

企画展示室１では 11月 15（火）～12月１日（木）に「とやまのユネスコ無形文化遺

産巡回展」（主催：富山県教育委員会）を同時開催予定です。 

※本展覧会は、ユネスコ無形文化遺産の行事を挙行する神社の氏子地区以外の地

区において各行事を紹介するパネル巡回展です。イベント内容等につきまして

は、富山県教育委員会生涯学習・文化財室までお問い合わせください。 

また、企画展示室１は普段閉めている遮光板を開放して、眺望公開も行います。 

 ※標高約 100ｍから富山平野や富山湾、立山連峰の眺望を楽しむことができます。  
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